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データ保護人材の必要性

弁護士 森 亮二
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技術・法律の複雑化
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個情法で個人関連情報
として規制（2020年）

電通事業法で外部送信
として規制（2022年）
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• 元々はユーザーリテラシーに関する検討会

• 多くの有識者がケンブリッジアナリティカ等
に言及

• 「デジタルシチズンシップ」の方向性
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DX時代における
企業のプライバシーガバナンスガイドブックver1.3
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まとめ
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 技術の進展により、デジタルデバイドは拡大し、よく知っている人とそうでない
人が離れてしまっている。

 同様に法令も複雑化していて、データ保護法制は、容易に全容を理解しがた
いものになっている。

➢ トップレベルの知識を持った人（何も知らない人に対する説明が苦手）と、何
も知らない人の間に中間的な存在が必要ではないか。

➢ 分野（企画、営業、技術etc）ごとにある程度のデータ保護の知識を持つ人が
必要ではないか。

データ保護人材の必要性  
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ご清聴ありがとうございました。
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